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本
年

も
毎
年
の

例
時
と
し
て

報
恩

講
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
、
報
恩
講
と
は
親
鸞
聖
人

の
祥
月
命
日
（

11
月

28
日
）
の
集
い
で

す
。
親
鸞
聖
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
日
に

仏
法
を
聴
く
集
い
を
開
い
て
、
自
ら
の

信
仰
を
確
か
め
学
び
直
そ
う
と
い
う
人

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
集
い
を

「
講
」
と
い
い
ま
す
。
真
宗
大
谷
派
の

本
山
の
真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
）

で
は
毎
年

11
月

21
日
か
ら

28
日
ま
で

勤
め
ら
れ
ま
す
し
、
全
国
の
真
宗
大
谷

派
の
別
院
や
寺
院
で
も
年
に
一
度
、
日

時
を
定
め
て
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

              

                   

二
〇
一
七
年 

報 

恩 

講 
十
月
二
十
八
日
（
土
）
二
十
九
（
日
） 
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報
恩
講
法
話 

講
師 

近
田
聖
二 

氏 

（
豊
島
区
顯
真
寺
住
職
） 

               

◆
今
日
は
娘
さ
ん
の
得
度
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。
真
宗
大
谷
派
で
は
親
鸞
聖
人

が
得
度
さ
れ
た
歳
、
９
歳
か
ら
得
度
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
得

度
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
一
緒
に

お
参
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

◆
先
ほ
ど
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
正
信
偈
」

を
お
勤
め
し
ま
し
た
が
、「
正
信
偈
」
は

親
鸞
聖
人
の
主
著
『
教
行
信
証
』
に
あ

り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
が
こ
の
「
正
信
偈
」

を
書
か
れ
る
理
由
が
直
前
の
文
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
恩
、

お
釈
迦
さ
ま
の
恩
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

日
本
の
七
高
僧
の
恩
。
こ
れ
ら
の
恩
に

報
い
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
知
恩

報
徳
。 

◆
こ
の
恩
が
私
た
ち
は
わ
か
ら
な
い
ん

で
す
。
私
た
ち
が
恩
を
感
じ
る
の
は
、

何
か
を
し
て
も
ら
っ
て
得
を
し
た
時
で

す
。 

◆
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
中
で
い
ろ
い

ろ
な
選
択
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
選
択
は
自
分
が
損
す
る
よ
り
も
自
分

が
得
す
る
方
を
選
び
ま
す
。
そ
れ
は
自

分
が
か
わ
い
い
か
ら
で
す
。 

◆
私
た
ち
は
必
ず
「
我
（
が
）
」
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
我
」
が
「
分
別
（
ふ

ん
べ
つ
）
」
を
す
る
の
で
す
。
何
が
良
い

の
か
、
悪
い
の
か
。
何
が
得
か
、
損
か
。

例
え
る
な
ら
「
も
の
さ
し
」
で
す
。
他

人
の
価
値
を
計
り
、
自
分
自
身
も
計
り

ま
す
。
こ
の
「
も
の
さ
し
」
が
自
分
と

し
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

◆
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
「
も
の
さ
し
」

で
物
事
の
良
し
悪
し
を
計
っ
て
い
る
か

ら
、
「
恩
」
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。 

◆
『
大
無
量
寿
経
』
に
「
不
請
の
友
」 

「
不
請
の
法
」
と
い
う
こ
と
が
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
、
ま
た
そ
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の
教
え
の
こ
と
を
表
し
ま
す
が
、「
不
請
」

と
は
私
が
願
い
求
め
な
く
て
も
や
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

◆
ま
た
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
難

信
の
法
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
分

の
性
に
合
わ
な
い
か
ら
「
難
信
」
な
ん

で
す
。 

◆
池
田
勇
諦
師
は
「
宗
教
に
は
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
〈
幸
福
教
〉
、
二
つ
は
〈
真

実
教
〉
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。「
幸

福
教
」
と
は
、
自
分
の
目
先
の
幸
福
を

願
い
依
り
処
と
す
る
よ
う
な
生
き
方
で

す
。「
真
実
教
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
自

分
の
目
先
の
幸
福
を
依
り
処
に
し
て
振

り
回
さ
れ
て
い
る
自
分
で
あ
る
と
気
づ

か
し
て
く
れ
る
教
え
で
す
。 

◆
私
た
ち
は
震
災
を
通
し
て
あ
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
自
分
が
当
て
に

し
て
き
た
こ
と
が
、
本
当
は
当
て
に
な

ら
な
い
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
、
本
当
は
当
た
り
前
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
私
が
何
を
依
り
処
と
し
て
生
き

て
い
た
か
も
。
そ
の
依
り
処
が
震
災
を

通
し
て
揺
ら
い
だ
の
で
す
。
私
の
生
き

方
が
問
わ
れ
た
の
で
す
。 

◆
そ
の
こ
と
を
私
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し

ま
う
。
で
も
ど
こ
か
不
安
を
抱
え
て
生

き
て
い
ま
す
。
不
安
と
い
う
の
は
本
当

の
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
不
安
に
な
る
ん

で
す
。
不
安
に
な
る
の
は
本
当
の
こ
と

が
私
に
や
っ
て
き
た
証
拠
で
す
。 

◆
浅
田
正
作
さ
ん
は
「
損
か
得
か
が
人

間
の
も
の
さ
し
。
嘘
か
真
か
が
仏
様
の

も
の
さ
し
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
の

も
の
さ
し
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ

と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
す
。 

◆
「
恩
」
は
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

知
る
こ
と
は
で
き
る
。
知
っ
た
こ
と
で

自
分
が
し
て
き
た
こ
と
が
嘘
だ
っ
た
こ

と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
本
当
の
こ
と
に

頭
が
下
が
る
。
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
。 

◆
「
嘘
は
嘘
だ
か
ら
は
た
ら
く
」
嘘
が

嘘
と
し
て
は
た
ら
く
か
ら
、
本
当
の
こ

と
に
出
遇
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。 

◆
迷
惑
を
か
け
な
い
で
死
に
た
い
と
思

う
の
は
、
今
、
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
死
ぬ
時
も
迷
惑

を
か
け
な
い
で
死
ん
で
い
け
る
と
思
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。 

◆
私
た
ち
は
「
門
徒
」
で
す
。「
一
門
の

徒
輩
（
い
ち
も
ん
の
と
は
い
）
」
と
言
い

ま
す
。
仏
道
、
剣
道
、
茶
道…

「
道
」

が
付
く
も
の
に
は
必
ず
入
門
が
あ
り
ま

す
。
門
徒
は
門
に
は
入
ら
な
い
。
入
る

と
い
う
こ
と
は
自
分
の
良
い
よ
う
に
、

自
分
の
中
に
取
り
込
む
と
い
う
こ
と
で

す
。「
門
徒
」
は
門
に
は
い
ら
ず
、
門
の

前
で
知
ら
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。 
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◆
報
恩
講
お
手
伝
い 

 
報
恩
講

を
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 

 
後
藤 

ま
さ
子 

佐
藤 

慶
子 

 
 

髙
野 

勢
津
子 

宝
田 

満
男 

 
 

宝
田 
康
子 

瀧
口 

和
彦 

 
 

瀧
口 

泉 

根
岸 

千
栄
子 

 

平
山 

邦
男 

星 
 

佳
行 

 
 

堀 
 

か
お
る 

横
澤 

正
克 

 
 

和
田 

富
士
子 

渡
邉 

憲
章 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）  

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

 
 

 
 

 
 

10
月
22
日
（
日
） 

 

お
み
が
き

奉
仕

の
つ
ど
い
に
ご

参

加
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 

 

君
塚 

保
子 

後
藤 

ま
さ
子 

 

瀧
口 

泉 

本
田 

有
希 

 
 

本
田 

唯
果 

本
田 

彰
一 

 
 

本
田 

信
子 

渡
邉 

京
子 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
年
５
月

20
日
（
日)

に
行
い

ま
す
。 
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『
歎
異
抄
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
唯

円
大
徳
は
１
２
４ 

０
（
仁
治
１
）
年
、

常
陸
・
河
和
田
の
地
に
道
場
を
開
い
た
。

の
ち
、
こ
の
道
場
は
少
し
離
れ
た
竹
ノ

内
と
い
う
所
に
移
転
し
て
泉
渓
寺
と
称

す
る
よ
う
に
な
り
１
９
６
０ 

（
元
禄

３
）
年
、
旧
河
和
田
城
跡
の
一
角
に
移

さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
聖
人
真

筆
の
十
字
名
号
な
ど
を
寺
宝
と
し
て
蔵

す
る
他
、
近
在
に
は
当
初
の
道
場
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
「
唯
円
の
道
場
池
」

が
あ
る
。 

【写真】  

１段目：唯円大徳石碑  

２段目左：河和田住職  右：山門  

３段目左：昼食あんこう鍋  

右：みんなでお勤め  

４段目：那珂湊おさかな市場  
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◆

10
月

16
日
（
月
） 

聞
光
学
舎 

閉
舎
式 

 
 ◆

10
月

24
日
（
火
） 

 

東
京
一
組 

組
会 

 

◆

10
月

30
日
（
月
） 

 

児
童
教
化
連
盟 

 

創
立

70
周
年
交
歓
会 

 

◆

11
月

18
日
（
土
） 

 

流
山
開
教
所
源
正
寺 

 

市
川
ア
ミ
ダ
サ
ロ
ン
に
て
法
話 

  

◆

11
月

21
日
（
火
）
～

22
日
（
水
） 

東
京
一
組 

よ
に
ん
会 

本
山
報
恩
講
出
仕 

 

◆

12
月
６
日
（
水
） 

 

内
局
懇
談 

 

◆

12
月

11
日
（
月
） 

東
京
教
区 

青
少
年
部
門 

青
年
学
習
会
（
坂
東
報
恩
寺
参
拝
） 

 ◆

12
月

12
日
（
火
） 

 

児
童
教
化
連
盟 

秋
の
研
修
会 

品
川
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン 

（
子
ど
も
の
た
め
の
電
話
相
談
） 

 

◆

12
月

19
日
（
火
）
～

20
日
（
水
） 

 

東
京
教
区 

 

同
朋
の
会
教
導
協
議
会 

 

◆

12
月

21
日
（
木
） 

 

東
京
教
区 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
９ 

総
編
集
会
議 

 

◆

12
月

23
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
③ 

な
ど
な
ど 

             

住
職
の
歩
み  
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十
月 

十
一
月 

十
二
月 
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本
明
寺
の
予
定 

◆
本
明
寺 

聞
法
会 

期 

日
：
２
０
１
８
年 

1
月

28
日
（
日
）
※
東
京
教
区
報
恩
講
参
拝 

 
 

 
 

 

2
月

25
日
（
日
） 

 
 

 
 

 

3
月

25
日
（
日
） 

 
 

 
 

 

4
月

29
日
（
日
） 

時 

間
：

15
時
～

17
時
（
終
了
後
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
） 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
住
職
） 

テ
ー
マ
：
輪
読
を
し
よ
う 

（
『
真
宗
の
生
活
』
を
一
緒
に
読
み
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

◆
本
明
寺 

修
正
会
・
新
年
会 

期 

日
：
２
０
１
８
年
１
月
８
日
（
月
・
成
人
の
日
） 

時 

間
：

12
時
～
修
正
会 

13
時
～
新
年
会 

◆
東
京
教
区 

報
恩
講 

団
体
参
拝 

日 

時
：
２
０
１
８
年
１
月

28
日
（
日
）

13
時
～

16
時 

※
日
程
終
了
後
に
練
馬
駅
で
懇
親
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

集
合
時
間
：

12
時

30
分 

集
合
場
所
：
真
宗
会
館
正
面
入
口
付
近 

※
練
馬
駅
北
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り

12
時

15

分
に
無
料
送
迎
バ
ス
が
出
発
し
ま
す 

会 

場
：
東
本
願
寺
「
真
宗
会
館
」 

（
東
京
都
練
馬
区
谷
原
一‐

三‐

七
） 

持

ち
物
：
念
珠
・
肩
衣
（
帰
敬
式
受
式
者
の
方
） 

申
込
締
切
：
２
０
１
８
年
１
月

21
日
（
日
） 

◆
本
明
寺 

花
ま
つ
り
（
子
ど
も
会
） 

日 

時
：
２
０
１
８
年
４
月
８
日
（
日
）

13
時
～

16
時 

会 
費
：
３
０
０
円 

対 
象
：
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

（
で
も
、
子
ど
も
が
主
役
で
す
） 

※
小
学
校
二
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。 
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◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ
：
「
現
代
社
会
と
宗
教
、
そ
し
て
親
鸞
」 

―

（
３
）
『
教
行
信
証
』
を
読
む―

 

日 

程
：
④
２
０
１
８
年 

２
月

17
日
（
土
） 

⑤ 
 

 
 

 
 

４
月

７
日
（
土
） 

⑥ 
 

 
 

 
 

６
月

16
日
（
土
） 

講 

師
：
木
越 

康 
氏
（
大
谷
大
学
学
長
） 

受
講
料
：
１
，
０
０
０
円 

会 

場
：
す
み
だ
産
業
会
館
、
他 

※
会
場
は
不
定
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

こ
の
よ
う
な
時
に
お
参
り
し
ま
す 

◆
法
事 

 
 

上
記
の
年
回
忌
や
四
十
九
日
法
要
な
ど 

◆
祥
月
命
日 

 
 

上
記
の
年
回
忌
以
外
の
当
月
命
日 

◆
月
命
日 

 
 

毎
月
の
命
日 

◆
春
秋
彼
岸 

 
 

春
季
（
３
月
）
、
秋
季
（
９
月
）
の
お
彼
岸 

◆
お
盆 

 
 

本
明
寺
に
於
い
て
は
７
月
１
日
～
８
月

31
日 

◆
そ
の
他
の
仏
事 

誕
生
記
念
、
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
成
人
記
念
、
結

婚
式
、
お
内
仏
（
お
仏
壇
）
安
置
、
入
仏
式
な
ど
慶
弔

を
問
い
ま
せ
ん 

お
参
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
、
場
所
（
お
寺
、
ご

自
宅
、
墓
地
な
ど
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
ヵ
月
前
ま
で
に

お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

回忌 命終された年
2017年

(平成29年)
2016年

(平成28年)
2012年

(平成24年)
2006年

(平成18年)
2002年

(平成14年)
1996年

(平成8年)
1994年

(平成6年)
1992年

(平成4年)
1986年

(昭和61年)
1982年

(昭和57年)
1976年

(昭和51年)
1972年

(昭和47年)
1969年

(昭和44年)
1944年

(昭和19年)
1919年

(大正8年)

年忌案内

33回忌

50回忌

75回忌

2018年(平成30年)

1周忌

3回忌

7回忌

100回忌

13回忌

17回忌

23回忌

25回忌

27回忌

37回忌

43回忌

47回忌

 

※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

 
 

住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 東

京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

あ
と
が
き 

▼
新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
▼
表
紙
の
写
真
、
平
等
院
鳳
凰

堂
は
「
末
法
思
想
」
に
よ
っ
て
平
安
時
代
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
表
現
し
て
い
る

建
物
な
ん
で
す
。 


